
国土交通省中部地方整備局『国土交通中部地方有識者懇談会』を開催

『国土交通中部地方有識者懇談会』の開催状況（H24.12.10）

１０～２０年先の中部地方を見据え、社会資本分野における具体的な地域づくりの方針を示した「新まんなかビジョン」を
平成２１年８月に策定しました。

その後、今日まで約３年が経過し、人口減少や少子高齢化、経済の低迷などの社会経済情勢の変化に加え、東日本大震災
をはじめ、台風・豪雨などの甚大な災害や、今後発生が予想される南海トラフ巨大地震など、更なる「巨大災害への対応」が
必要と考えられています。

今般、「新まんなかビジョン」策定後の中部地方における社会資本整備の取り組み状況や中部を取り巻く情勢等を踏まえ、
当地方の将来の姿について、有識者の方々から意見を伺うため、平成２４年１２月１０日に有識者懇談会を開催しました。

【有識者委員からの意見】
・ものづくりで培われた中部の賢さを十分活かし、知恵を出したビジョンとすべき。
・「日本のまんなか」である中部の立場をよく考え、全国的な視野、長期的視野に立ってものをみるべき。
・観光も含めた人的交流が重要であり、多様な主体が参画する官民協力体制ができるコミュニティを重視した地域の特性、
安全安心のミニマムを考えなくてはならない。

・リニア中央新幹線開通により、東京-名古屋間で5000万人の日帰り交流圏が出来る。リニア名古屋駅を中心とした交通
アクセス、リニアを使った昇竜道の活用について考えていくことが必要。 等

頂いた御意見は、来春見直し予定の「新まんなかビジョン」に反映していきます。
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